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論文審査の要旨

脳神経外科領域の手術の安全対策として、経頭蓋運動誘発電位（mMEP ）による術中

モニタリングは非常に有用な方法である。しかし、上位頚椎手術では偽陽性を的確に除

外する方法がなかった。そこで申請者は顔面筋に注目し、顔面筋運動誘発電位（品1EP)

をコントロールとして用いる事で、偽陽性を除外する方法を考案した。実際の手術例で

評価し、品1EP がmMEP のコントロールとして偽陽性の減少に寄与することを明らかに

した。

質疑に関しでも、モニタリングする筋肉の部位や手技についての質問では、顔面筋の

中でも滑走電流の影響がより少ない口輪筋が最も有用であることを示し、実臨床に則し

た回答をされていた。 mMEP が陽性でfMEP が陰性となる真の偽陽性が若干例存在す

る原因を尋ねたところ、それは現時点では不明であるということで、あった。 しかし、こ

のことを解明するためにさらなる研究として、より多くの症例で前向き研究を行いたい

との意欲も示されていた。

今回新たに考案された顔面筋をコントロールとして用いる方法は、 非常に有用である

ことが証明された。よって本研究は医学の進歩に寄与することが大きいと認め、博士（医

学）の学位に値すると評価する。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに脳神経機能制御医学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。
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